
　
滋
賀
は
人
や
企
業
を
引
き
つ
け
る
。
２
０
１
０
年
の
工
業
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
滋
賀
県
の
工
業
は
事
業
所
数

４
人
以
上

２
８
７
３
事
業
所
、
従
業
者
数

万
８
７
７
２
人
、
製
造
品
出
荷
額
６
兆
５
７
４
１
億
円
。
１
９

５
５
年
か
ら

年
ま
で
の
伸
び
を
見
る
と
、
事
業
所
数
で
２
・
１
倍
、
従
業
者
数
で
３
・
１
倍
、
製
造
品
出
荷
額

で
１
２
６
倍
で
、
全
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
伸
び
の
１
・
３
倍
、
１
・
５
倍
、

倍
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
交
通

の
要
衝
、
豊
富
な
観
光
資
源
、
環
境
関
連
な
ど
企
業
の
集
積
、
数
々
の
充
実
し
た
誘
致
・
振
興
政
策
、
「
住
み
心

地
日
本
一
」
の
実
現
を
目
標
に
し
た
滋
賀
県
の
基
本
構
想
な
ど
数
々
の
引
力
が
存
在
す
る
。
観
光
や
環
境
関
連
産

業
の
取
り
組
み
、
ま
た
成
長
を
支
援
す
る
活
動
な
ど
、
そ
の
一
端
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

（観光・企業・環境）パワー

アーティスト・イン・レジデンスでの創作

人
も
っ
と
呼
び
込
む
多
彩
な
観
光
資
源
生
か
し
策
滋
賀
県

信楽焼の魅力発信産業基盤底上げ狙う産地や県など

▲

滋賀の引力 Ｋ３

滋
賀
県
立
陶
芸

の
森

滋
賀
県

甲
賀
市

の
全

景

□
　　■
　　□

　
滋
賀
県
は
琵
琶
湖
を
は
じ

め
と
す
る
豊
か
な
自
然
、
社

寺
仏
閣
や
歴
史
資
源
、
文
化

・
芸
術
、
食
、
伝
統
産
業
な

ど
数
多
く
の
観

光
資
源
に
恵
ま

れ
、
広
く
人
を

呼
び
込
む
「
滋

賀
の
引
力
」
と

な
っ
て
い
る
。

２
０
０
９
年
に
策
定
さ
れ
た

年
度
ま
で
の
５
年
間
の
観

光
指
針
「
新
・
滋
賀
県
観
光

振
興
指
針
　
近
江
の
誇
り
づ

く
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
よ

る
と
、
滋
賀
の
認
知
度
向

上
、
国
際
観
光
・
滞
在
型
観

光
、
受
け
入
れ
環
境
の
整
備

な
ど
を
通
じ
て
、
観
光
入
り

込
み
客
数

延
べ

は

年

の
４
６
６
６
万
人
か
ら

年

は
５
０
０
０
万
人
へ
、
観
光

消
費
額
は

年
の
２
６
６
６

億
円
か
ら

年
は
３
０
０
０

億
円
を
目
標
に
し
て
い
る
。

　
琵
琶
湖
を
一
周
す
る
「
ビ

ワ
イ
チ
」
の
愛
称
は
、
全
国

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
愛
好
家
ら
か
ら
親
し

ま
れ
、
滋
賀
や
琵
琶
湖
の
代

名
詞
と
さ
え
な
っ
て
い
る
。

琵
琶
湖
を
歩
い
て
一
周
し
た

人
を
「
ビ
ワ
イ
チ
観
光
ウ
オ

ー
カ
ー
」
と
し
て
認
定
す
る

制
度
も
あ
る
。
滋
賀
県
は

「
ビ
ワ
イ
チ
」
を
商
標
登

録
、
多
彩
な
観
光
資
源
を
生

か
し
た
体
験
・
体
感
の
観
光

ツ
ア
ー
で
、
滋
賀
各
地
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
地
域
情
報

を
発
信
し
て
い
る
。

　
数
多
い
地
域
資
源
の
中

で
、
今
年
節
目
を
迎
え
、
取

り
組
み
が
注
目
さ
れ
る
の
が

信
楽
焼
の
産
地
と
し
て
知
ら

れ
る
信
楽
の
「
滋
賀
県
立
陶

芸
の
森
　
陶
芸

館
」

甲
賀

市

だ
。
日
本

で
も
数
少
な
い

陶
芸
専
門
美
術

館
と
し
て
１
９

９
０
年
に
開
館
、
今
年

月

に
は
累
計
入
館
者
数
が
１
０

０
万
人
を
達
成
し
た
。
観
光

客
や
国
内
外
の
芸
術
家
を
誘

引
す
る
信
楽
の
取
り
組
み
を

追
っ
た
。

□
　　■
　　□

　
鎌
倉
時
代
以
前
か
ら
継
続

し
、
日
本
六
古
窯
に
数
え
ら

れ
る
信
楽
焼
。
現
在
で
も
地

域
経
済
を
支
え
る
屋
台
骨
と

し
て
、
さ
ら
に
観
光
振
興
に

も
貢
献
し
て
い
る
。
技
術
伝

承
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に

力
を
入
れ
る
ほ
か
、
観
光
資

源
と
し
て
の
魅
力
を
発
信
す

る
取
り
組
み
も
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　
甲
賀
市
信
楽
町

は
滋
賀
県
最
南
端

に
位
置
す
る
。
古

琵
琶
湖
層
群
と
い

う
地
層
か
ら
採
れ

る
約
３
０
０
万
―

４
０
０
万
年
前
の

粘
土
質
の
土
が
信

楽
焼
の
原
料
だ
。

山
に
囲
ま
れ
薪
が
豊
富
で
、

窯
に
適
し
た
傾
斜
地
も
多

く
、
焼
き
物
が
発
展
し
た
。

全
国
に
知
ら
れ
る
信
楽
焼
だ

が
産
業
と
し
て
見
る
と
事
業

環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か

り
。
生
産
額
は

年
の
約
１

７
０
億
円
を
ピ
ー
ク
に

年

に
は
約

億
円
に
ま
で
下
降

し
た
。
現
在
は
建
材
や
イ
ン

テ
リ
ア
、
食
卓
用
品
な
ど
の

生
産
が
メ
ー
ン
。
生
産
技
術

や
材
料
開
発
と
と
も
に
用
途

開
発
に
も
力
を
入
れ
、
産
業

基
盤
の
底
上
げ
を
狙
う
。

　
「
信
楽
焼
の
発
展
に
は
多

く
の
人
に
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
不
可
欠
」
。
陶

芸
の
森
の
森
野
泰
起
常
務
理

事
は
こ
う
強
調
す
る
。
陶
芸

の
森
は
滋
賀
県
が
整
備
し
、

焼
き
物
を
核
に
人
・
モ
ノ
・

情
報
の
交
流
を
通
じ
地
域
産

業
振
興
や
文
化
創
造
の
場
と

し
て
陶
器
産
業
振
興
の
一
翼

を
担
う
。

月
に
は
施
設
の

一
部
で
陶
芸
専
門
美
術
館

「
陶
芸
館
」
の
入
場
者
が
１

０
０
万
人
を
突
破
し
た
。

　
そ
の
中
で
注
目
を
集
め
る

取
り
組
み
が
「
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事

業
」
だ
。
世
界
各
国
か
ら
陶

芸
家
を
受
け
入
れ
、
自
由
な

創
作
活
動
を
行
う
機
会
を
創

出
。

年
度
時
点
で

カ
国

延
べ
９
０
０
人
が
滞
在
し

た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
作
業

ス
ペ
ー
ス
や
設
備
の
提
供
を

受
け
、
期
間
は
長
い
人
で
１

カ
月
程
度
。
現
在
、
フ
ラ
ン

ス
や
イ
タ
リ
ア
、
中
国
か
ら

人
ほ
ど
が
滞
在
す
る
。

　
森
野
常
務
理
事
は
「
外
国

人
の
招
へ
い
に
よ
り
、
新
た

な
感
性
が
刺
激
と
な
っ
て
ブ

ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
に
つ
な

が
れ
ば
」
と
意
義
を
説
明
す

る
。
陶
芸
の
森
に
は
年
間
約

万
人
の
来
場
者
が
あ
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
サ
ー

ビ
ス

Ｓ
Ｎ

Ｓ

を
使
っ
た

情
報
発
信
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
展
覧
会
の
動

画
配
信
な
ど
、

新
た
な
情
報
発

信
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
材
料
評
価
や
技
術
相
談
、

人
材
育
成
な
ど
で
信
楽
焼
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
の
は
信

楽
窯
業
技
術
試
験
場
。

年

の
歴
史
を
持
つ
後
継
者
育
成

事
業
は
延
べ
４
８
３
人
が
受

講
。
１
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
修
了
し
た
受
講
生
の
多

く
が
業
界
で
活
躍
し
て
い

る
。
中
学
生
や
留
学
生
対
象

の
短
期
研
修
も
実
施
す
る
な

ど
、
信
楽
焼
の
魅
力
発
信
の

一
助
と
な
っ
て
い
る
。

　
産
業
利
用
で
は

年
に
企

業

社
と
信
楽
陶
製
照
明
器

具
開
発
研
究
会
を
発
足
。
同

試
験
場
が
開
発
し
た
透
過
性

の
あ
る
陶
器
を
使
っ
た
照
明

器
具
は
、
企
業
へ
の
技
術
移

転
に
成
功
。
大
手
照
明
器
具

メ
ー
カ
ー
の
カ
タ
ロ
グ
に
も

掲
載
さ
れ
た
。
横
井
川
正
美

場
長
は
「
陶
器
に
機
能
的
な

要
素
を
付
加
す
る
こ
と
で
信

楽
焼
の
用
途
は
大
き
く
拡
大

す
る
」
と
力
を
込
め
る
。
試

験
場
で
新
素
材
な
ど
を
開

発
、
こ
れ
を
企
業
に
技
術
移

転
す
る
仕
組
み
が
機
能
し
て

き
て
い
る
。
官
民
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
は
信
楽
焼
の

新
た
な
可
能
性
を
示
す
。
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